
資料出所：平成 26年度「男女間におけるパートナーシップに関する調査～ドメスティック・バイオレンスの実態調査～」（公財）松山市男女共同参画推進財団

関連データ

【図表１】ドメスティック・バイオレンスをなくすための対策

設問：　「男女間の暴力をなくすためには、何が必要と思いますか」に対する回答

家庭で保護者が子どもに対し、暴力を防止するための教育を行う

学校・大学で児童・生徒・学生に対し、暴力を防止するための教育を行う

地域で、暴力を防止するための研修会、イベントなどを行う

メディアを活用して、広報・啓発活動を積極的に行う

被害者が早期に相談できるよう、身近な相談窓口を増やす

被害者を発見しやすい立場にある警察や医療関係者などに対し、研修や啓発を行う

暴力を振るったことのある者に対し、二度と繰り返さないための教育を行う

加害者への罰則を強化する

暴力を助長するおそれのある情報（雑誌、コンピューターソフトなど）
を取り締まる

その他
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資料出所：平成 26年度「男女間におけるパートナーシップに関する調査～ドメスティック・バイオレンスの実態調査～」（公財）松山市男女共同参画推進財団

【図表２】デートＤＶ被害の実態

設問：「あなたは、交際相手から次のようなことをされたことがありますか」に対する回答

電話を執拗にかけられたり、メール等を執拗に
送りつけられたりした

なぐったり、けったり、物を投げつけたり、突き飛ばしたりする
などの身体に対する暴行を受けた

人格を否定するような暴言や精神的な嫌がらせを受けた

面会を執拗に要求された

交友関係や行動を細かく監視された

自分もしくは自分の家庭に危害が加えられるのではないかと
恐怖を感じるような脅迫を受けた

いやがっているのに性的な行為を強要された

まったくない（なかった）
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資料出所：平成 26年度「男女間におけるパートナーシップに関する調査～ドメスティック・バイオレンスの実態調査～」（公財）松山市男女共同参画推進財団

【交際相手からＤＶを受けたと回答した方のみ】

設問：「あなたは、交際相手からそのような行動を受けた時、どうしましたか」に対する回答

資料出所：平成 26年度「男女間におけるパートナーシップに関する調査～ドメスティック・バイオレンスの実態調査～」（公財）松山市男女共同参画推進財団

【交際相手からＤＶを受けたと回答した方のみ】

設問：「あなたは、交際相手から受けたそのような行為について、だれかに打ち明けたり、相談したりしましたか」に対する回答
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相手と別れた

別れたい（別れよう）と思ったが、別れなかった

別れたい（別れよう）とは思わなかった
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に相談した
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法務局・地方法務局、人権養護委員に相談した
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上記以外の公的な機関に相談した
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カウンセラー・カウンセリング機関）に相談した

医療関係者（医師、看護師など）に相談した

学校関係者（教員、養護教員、スクール
カウンセラーなど）に相談した

その他（具体的に）

だれ（どこ）にも相談しなかった
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資料出所：平成 28年度「男女共同参画に関する市民意識調査」（公財）松山市男女共同参画推進財団、松山市市民参画まちづくり課

【図表４】男女の平等感の推移（年度別）

設問：「男性、女性、どちらが優遇されていると思いますか」　のうち「平等になっている」と答えた人の割合　（年度別）

資料出所：平成 26年度「女性の活躍推進に関する世論調査」内閣府
平成 28年度「男女共同参画に関する市民意識調査」（公財）松山市男女共同参画推進財団、松山市市民参画まちづくり課

【図表５】「夫は外で働き、妻は家庭を守ったほうが良い」という考え方（年代別）
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【図表３】人工妊娠中絶実施件数（年齢別）、実施率（１５～４９歳女子人口千対）
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資料出所：衛生行政報告書・松山市医事薬事課
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資料出所：平成 22年度仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）に関する市民及び事業所意識調査　（財）松山市男女共同参画推進財団

【図表６】１日あたりの家事・育児・介護・就労時間（年代別）

資料出所：平成 22年度仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）に関する市民及び事業所意識調査　（財）松山市男女共同参画推進財団

【図表７】仕事のやりがいについて（年代別）

資料出所：農林業センサス

【図表８】年齢別農業従事者数（自営農業に従事した世帯員数）（年度別）
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【図表６】１日あたりの家事・育児・介護・就労時間（年代別）
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【図表７】仕事のやりがいについて（年代別）

資料出所：農林業センサス

【図表８】年齢別農業従事者数（自営農業に従事した世帯員数）（年度別）
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